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MlFAフ ェスタて若柳流 若柳秀寿社中による踊りに見入る」CA研 4彦員



10月2曰 M FAフ ェスタがJ CA研修員や近隣の外国人を招待して

開催されました.

地域の方々の協力を得て 第一部として剣道 書道 茶 Ln‐ 琴の体

験や音の進びなど日本紹介が行われ 第二部は会場を大ホールに移し

国旗の入場から始まったイベン トは民族パフォーマンスの時間で 各

国の文化紹介として 歌あり踊りありの楽しいひとときとなりました.

参カロした人たちは 異文化に触れ 来年もまた参カロしたいと話して

いました。

1参 力D団体                             |
西りじ充宗家 西川覚 けやき台中学校 筆さくらの会 高橋香石書道社

取手市国際交流 i.会 野木1奇お囃子連 ボーイスカウト取手第二団 ボ
ーイスカウ ト守谷第一団 守谷市文化協会茶道部会表千家流藤中社中

守谷tlょうたん連 若柳流 若411秀寿社中 そのほか市民ボランティア |



ミクロネシアた夜が
゛

を経市長を表教笏閂

40月 28日  ミクロネシア連邦大使が 守谷

市長を表敬訪問しました.

これは 市内在住の方との交流がl・7で実現し

たもので M FAは  国際交流の市民ホランテ

ィア団体として 一緒にアサヒビール茨城工場

を見学しました.

大使からは 「守谷市とたIT関係を築きたいJ

との言葉もあり MFAと tンてモ′交流していき

たいと思います.

:谷夢彩郡ηェスタ2

下 :グ リーリー市長夫妻

守谷夢彩繁fttf品号:J ttξ寒昂億醸ド
前広場で行われました,M FAは 2ブー

スを使い 姉妹都市の紹介を中心にラ

オスフロジェクト M FAフ ェスタ 日本

語講座の紹介など 日頃の活動紹介と姉妹都市

グッズやラオス民芸品の断売を

行いました.T× 開業にあわせて

来市t′た姉妹都市の市長や助役

もフースに来られ 興味深げに

見人 りていました

上 :左からマインブルク市のゼ

ィビレさん ハネローレ助役

ハンス元議員

右 :姉妹都市ケッズやラオス民

芸品を販売.お 休み処もあり

盛況てした。

MIFAコ ンサート
ウクライナの

民族楽器
バンドゥーラ
の弾き語 り

ナターシャさムスま 1996年 の初来日以来 チェル/

フイリで被災した子どもたちの救援コンサー トやさまざ

まな活動をしています.

美しく透明な水品のような歌声と哀愁を帯ぴたバンド

ゥーラの可憐な響きをお楽しみください。

日  時

会  場

出  演

定  員

費  用

申し込み

2006年 1月21日 1土1 午後2時間演

守谷市国際交流研修センター |ログハウス|

ナターシャ グジー

先着100人

会員800円  |1会 昌100011

守谷市役所くらしの支援課

a0297-45  1 1 1 1  1内1泉1321331

上 1式典であいきつする小川会長
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出IK灘瓶鳳喜

8月 27日  守谷駅前広場で行われたTXPT3業記念イベ

は M FAに 割り当てられたスヘースでなかったため

参加した人たちとゆっくり話ができなかったことが残

念でしたが お祭リムードに包まれた対面式は li難

い体験となり 記憶に残ることにな ったと思います。

二日間の短い期間でしたが 後日寄せられた研ll・員

やホス トファミリーのおネしの手紙 アンケー トを見る

と 東京見物に出rJけたり 各々が楽しみ 有意義に

過ごしたことがうかがえ うれしく思います。

」CA研 修員は 滞在期間も短く また 日本人と接

する機会も少ないとのこと.ス テイ先の家庭での温か

いもてなtンに触れ さらに日本に対して思いを深めて

くれたのではないかと思います。

今後も これら国際交流事業を通して 地i或社会と

タト国人 (異文化)と の相互理解と友好親善に微力なが

ら貢献できればと思いました.

ン ト 「さらめき守谷 夢彩都 フェスタ2005Jに あ

わせ JCA(国 際協力機構筑波国際センター)研 修員

ホームステイの対面式を行いました,,例年 M FAが

国際交流の一環として行っている事業です。

JCAの 研修曇は 6カ国 |インドネシア タイ イラ

ク 東ティモール 中国 エジフト,か ら3人 ホストフ

ァミリーは8家庭22人でした。対面式を行ったところ

夏含宿騰
8月20日～21日の一泊二日で、青年交流委員会は、学び

の里て合宿を行いました。今年は、例年参加していた北守

谷団地夏祭りには参加せず、今回の合宿になりました。

当日は 青年交流委員11人と 今年の 「守谷市青年

海外派遣 ドイツ留学のメンバーの中の10人 そして

日独協会主催のHd o」 apo∩の事業の一環で 守谷市

に来ていた ドイツ人大学生2人も参力0しました。

初めに自己紹介。そして堅苦tンいあいさつが終わっ

た後は 皆で円になってゲームを楽しみました。初対

面の外国人が加わ Dたことで 皆 初めのうちは緊張

していたようですが ゲームが進むと積極的に話をす

る姿も見られ 双方にとって有意義なものになったと

思います`夕 食をとり 花人を楽しんだころには す

っかり打ち解けていて 初めにあ Dた ドイツ人大学生

流が深められたことは 一目瞭然でした。翌日は 朝

食の後 片付けをしてから解散でしたが もう―泊し

たいという声も上がフていたようでした。

今回の合宿の目01は 委員会の親睦を深めるためと

今年の ドイツ派遣者に青年交流委邑会の活動を知って

もらう目的がありました.合 宿中は ドイツ派遣者た

ちから委昌会の活動についての質問もあり 青年交流

委員会に0味 を持ってくれた学生も多くいたようでし

た。このように 楽しみながら委員会を女0っていった

り 委員同士の交流を深めることは大事なことだと思

いました。

北守谷団地夏

祭りに参加でき

なかったのは残

念ですが この

合宿で皆それそ

れにたくさんの

ことがわかった

と思います。

ドイツ派遣者と青

年交流委員のグル

ーフの壁もなくな

っていました。そ

の後は自由時間.

ずっと起きていて

喋っている人たち

すぐに寝た人など

それそれでしたが

この半日で十分交


